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研究目的

主な研究テーマ

強磁性金属の電子のスピンを用

いて記憶を行うスピンメモリは

不揮発であり、高速にかつ事実

上無限回の書き換えが可能であ

るため、ユニバーサルメモリの

候補として大きな期待が寄せら

れている。本研究部ではギガ

ビット級のスピンメモリの実現

に向けた要素技術の開発を行っ

ている。

1. 高出力トンネル磁気抵抗素子の開発

スピンメモリ（磁気ランダムアクセス

メモリ；MRAM)の高密度化(ギガビット

級)・高速アクセス(～nsec)の実現の

ためには、高いトンネル磁気抵抗

(TMR)比を有するTMR素子の開発が必要

である。本研究では、(001)高配向の

MgO障壁と熱処理により非晶質を完全

結晶化させ(001)配向させたFe-richの

Co20Fe60B20電極から成るTMR素子におい

て、室温500％(低温で1010%)の世界最

高のTMR比を得ることに成功した。
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3.スピン注入磁化反転方式を用いたスピンメモリの開発

上記１と２の研究成果から成るMgO障壁TMR素子をメモリセルに用いて、1.8V

の低電力で、書き込み時間85ナノ秒、読出し時間35ナノ秒の高速動作をする

世界最大規模の2メガビットのスピン注入磁化反転RAM（SPRAM）チップを試

作した。
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2. 電気的磁化反転素子の開発

超ギガビット級の磁気ランダムアク

セスメモリ(MRAM)の情報書込み方式

として電気的磁化反転（スピン注入

磁化反転）が、低消費電力化の観点

から期待されている。選択トランジ

スタの性能上、電気的磁化反転の閾

値電流密度は106 A/cm2以下とする必

要がある。本研究では、

CoFeB/MgO/CoFeB 磁気トンネル接合

において、世界で初めて室温で105

A/cm2台で電気的磁化反転が可能であ

ることを実証し、さらに、反平行結

合フリー層CoFeB/Ru/CoFeBを用いる

ことで高い熱安定性を確保し磁化反

転の閾値電流密度を低減できること

を明らかにしている。
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